
【今日のめあて】 春をかんじる言葉を集めよう。                  休校中のかだい 

国語 ５月 13 日（水） 春のくらし 

P.36  

音読 ●教科書 36、37 ページを音読しよう。 

  

  

活動 ●「みどり」という しを ししゃしよう。 

  

  

活動 ●「みどり」の しを 読んだり、ししゃして気づいたことを書こう。 

  

  

  

  

  

  

  

  

活動 ●「春」を感じるものを集めよう。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

漢字 ●漢字ドリルの「次」「昔」「表」「発」をれん習しよう。 

  

  

  

  

  

  

 

＜気づいたこと＞（れい） 

 「みどり」という言葉が何回も出ててきて、たくさんの植物が目をさましたのがつたわって

くる。 

 さい後の「さがせど さがせど こえばかり」でたくさんの生き物を目をさましていること

がわかる。 

 さい後が「り」で終わっている言葉が多くて、リズムよく読みやすい。 

 「みどり まみどり（３文字 ４文字）」「はるの のやまは（３文字 ４文字）」みたいに

同じ文字の数になっている所が多くて、リズムよく読みやすい。 

 

＜春を感じるもの＞（れい） 

 植物 

たんぽぽ・さくら・つくし・チューリップ・菜の花・うめ・水せん・すずらん 

 食べ物 

たけのこ・イチゴ・いかなご・あさり 

 生き物 

ダンゴムシ・チョウ・バッタ 

 行事 

こいのぼり・入学式・お花見・ゴールデンウィーク 

 


